
















































































































































































生は よく飲み よく語り よく泣く人たちで、保育のことだけでなく恋愛の
話まで、先生のお部屋でも飲みの場でも本当によく熱く語り合いました。４
年生の夏に皆で行った滋賀の保問研夏季セミナーで、夜ホテルの部屋で泣き
ながら熱く語る私たちに、その日に初めて出会った他大学の先生はびっくり
されていました。こんな私たちに先生も大変だっただろうなと思います。で
もそんな私たちにも先生はいつも優しく付き合って下さいました。あの時間
は大学時代の本当に貴重でかけがえのないものです。
　卒業して、保育園に勤めてからも私は何かとグチグチと悩み、しまいには
保育士には向いてないと言って先生を困らせていました。保育のことで相談
しておきながら、先生のアドバイスに「でもでも」と生意気に口応えするよ
うな私だったのに、見捨てずにいて下さり本当にありがとうございました。
いつまでも先生から卒業できないなぁーと自覚しつつ、先生の存在に頼りっ
ぱなしでした。
　今は保育から離れて女の子３人の子育てにてんてこ舞いです。でも先生が
結婚式で言って下さった「保育に戻る決意と見通しを失わず」という言葉を
胸に、いつか保育の世界に戻るつもりです。現場にはいないのに保育は語り
たい私は保育が好きなんだなぁとつくづく思います。それも全て、先生のも
とで育んだものです。保育の場にはいないことに少しうしろめたさを感じて
います。でも社会福祉士の資格も取得したし、子育ての経験も活かしたいし、
やっぱり「保護者の味方になれる保育者」になりたいです。
卒業の時にたてた「いつか『ミニ宮里』から芽を出し花を咲かせる」とい
う目標に向かって頑張ろうと思います。また現場の話を先生と語り合えるの
を楽しみにしています。本当に長い間お疲れ様でした。そして本当にありが
とうございました。
